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3331 Arts Chiy
oda B104

（ARTS FIELD
 TOKYO）

スタジオショーケー
スエリア

2012年 1月 31日
(火) まで

ふとしたきっかけでブログをほぼ毎日書くようになって、世界が広がっ
たというか、かなりいろいろと貴重な体験をさせていただきました。こ
こ１年ちょっとの間でいろんな出会いがあり、たくさんの事を学びつ
つ、なんとなく新しい一歩を踏み出せたような気がする……なんてこと
を大袈裟でなく、比較的マジメに考えてたりします。

そもそも、ブログを書いていなかったら、元学校だったこの空間を拠点
にして、僕がこうしてこの場所に作品を展示するなんてこともなかった
と思います。

僕がブログを書いていなかったら、英語でアートブログを学ぶというセ
ミナーに参加していなかっただろうし、そこでAFTのスタジオアート
コースのことを知ることも無く、3331 Arts Chiyodaのこともこんなに深
くは知ろうとしなかったと思うのです。

ブログというものを媒介にしていろんなところに首を突っ込んできたお
かげで、あるときは空港のハンガーでジェット機を見上げたり、日本で
はじめて公道を走るＦ１マシンが足下を通るのを眺めたり、いろんな企
業やイベント会場に潜入して直接開発に関わった人達から話を聞くなん
てことを楽しむことができました。

海外のITサービスを開発したエライ人達。ジョブズの本を書いた人、人
気アプリを開発したスゴイ人や、電化製品を開発した技術者の方達など
など。いろんなところに飛び込んでみると、そのたびにワクワクする事
に出会い、その体験をそのままブログ記事にまとめています。

昨年３月の震災直後、さすがに一時期ブログの更新が止りましたが、そ
の後復興のエネルギーを直に感じながら、チャリティイベントにアート
作品を出品したり、「ブロガー」として福島を訪れたり、宮城や岩手に
も実際に行ってみることで、ブログが単なる発表と報告の場だけでな
く、いろいろ活動して考えをまとめるというツールにもなりました。

何よりも、ブログをやってて面白いのは、他のブロガーさんとの交流と
か。オンライン上でＳＮＳなどを通じてのコミュニケーションもありま
すが、リアルにイベントなどで直接お目にかかるのも面白いです。個性
的なブログを書く人は、やっぱり「中の人」も個性的で、魅力のある人
達が多いのです。なんでみんなこんなにも精力的に活動できるのか、
と、単純にびっくりしつつ、そういう人達を見て「僕も僕も！」ってい
うモティベーションにも繋がったり。

そんなワケで、渡米留学中に「アート」を学んだ以来、社会人になって
からは「日曜アーティスト」として細々と地味な創作活動をしてただけ
の僕ですが、チャリティ展に参加した勢いで横浜赤レンガ倉庫のアート
イベントにも出品させていただき、いろいろとアートに関連するところ
に首を突っ込んでいったところ、ここに至る、と。元学校を利用した
アート施設で、教室だった空間をそのままアトリエとして使わせていた
だきつつ、創作活動に励んでいます。

果たして、自分にとってここでの経験が今後どういう価値を創出し、こ
れから自分の人生にどのように影響するかなんて堅苦しいことはとりあ
えず置いといて、なんとなくワクワクすることを突き詰めていったら、
ここにたどり着いたという感じです。
ここでの貴重な時間を有意義に活用しつつ、思う存分作品づくりを楽し
みたいと思っています。
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作品に参加しよう
！

あなたも作品に参
加できます。展示

スペースに設置さ
れたプリンター「

EPSON カラリオ

（EP-804AR）
」は、僕がブロガ

ーとして製品レビ
ューをさせていた

だいたものです。

機能の特徴の一つ
として、「メール

でプリント」とい
うものがあります

。

ぜひ、あなたも写
真をメールで送っ

て作品に参加して
ください。

１．お気に入りの
写真をメールに添

付し、下記アドレ
ス宛にお送りくだ

さい

　　tmkepson@
print.epsoncon

nect.com, 

２．期間中、展示
エリアに設置され

たプリンターが写
真データを受信し

、

　　自動的にプリ
ントアウトされま

す

３．写真のテーマ
は自由です。プリ

ントアウトが可能
な期間は、

　　2012年1月
31日（火）まで

とさせていただき
ます

※プリンターの状
態（Wi-Fi通信環

境、用紙やインク
切れなど）によっ

てはプリントされ
ない場合がござい

ます。

※プリントした作
品は基本的にお渡

しできません

　（直接声かけて
いただければお渡

し可能です！）

※公序良俗に反す
る写真の印刷はし

ないでください

※プリントした写
真の一部はブログ

等で紹介させてい
ただく場合がござ

いますのでご了承
ください

※メール送信に使
われたメールアド

レス等はこの企画
のためだけに使わ

れ、

　プリントアウト
以外の目的で利用

されることはあり
ません


